
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の管理基準等 



 



4-175 

目    次 

 

 

 

 

1．品質管理図表及び出来形管理図表 ················································· 4-177 

 

 



4-176 

 

 

 



4-177 

1.品質管理図表及び出来形管理図表 

 

 

品質管理図表及び出来形管理図表の取り扱いについて 

 

 

１．品質管理 

（１）品質管理の試験区分に必須となっている試験項目は全面実施し，試験区分にその他となっている

試験項目は，その構造物の規模，品質確保の重要度から判断して適宜定めるものとする。 

（２）品質管理図表等のまとめ方は，下記を標準とする。 

①試験（測定）結果一覧表（様式―８１） 

管理図により難い場合，もしくは試験（測定）点数がおおよそ１０点未満の場合。 

ただし５点以上１０点未満ではχ－管理図（様式―８３，８４）を適用する工種については参考 

として作成する。 

②管理図 

試験（測定）点数がおおよそ１０点以上の場合。 

χ－管理図（様式―８３，８４） 

χ－管理図（様式―８６，８７） 

χ-Rs-Rm管理図（様式―８６，８７） 

 

③管理図（χ－管理図表，χ－R管理図，χ-Rｓ-Rｍ管理図等）の選定は，構造物の種類，工事規模,

管理項目等を検討のうえ，適正な方式を選定するものとする。 

 

※各帳票については、国との整合を図るため国土技術政策総合研究所ホームページから引用して下さ

い。 

１．国土技術政策総合研究所ホームページ 

http://www.nilim.go.jp/japanese/standard/form/index.html 
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参 考           品 質 管 理  適  用  表 

工   種 品 質 特 性 管理適用方針 様 式 

 

 

 

 

土  工 

 

土の含水量 

 

χ－管理 

 

様式－83,84 

 

土の締固め度又は飽和度（空気間隙率） 

 

〃 

 

〃 

 

路床仕上面支持力Ｋ値 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

路 盤 工 

 

骨材の含水量 

 

χ－管理 

 

様式－83,84 

 

路盤締固め度 

 

〃 

 

〃 

 

路盤仕上面支持力Ｋ値 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

ア ス フ ァ ル ト  

舗 装 工 

 

アスファルトの加熱 

 

χ－管理 

 

様式－83,84 

 

骨材の加熱 

 

〃 

 

〃 

 

アスファルト混合物の温度 

 

χ－R管理 

 

様式－86,87 

 

アスファルト量 
χ－管理又は 

χ-Rｓ-Rｍ管理 

様式－83,84又は 

様式－86,87 

 

コアによる密度 

 

χ－管理 

 

様式－83,84 

 

コンクリート工 

 

スランプ、空気量、圧縮、曲げ強度 
χ－管理又は 

χ-Rｓ-Rｍ管理 

様式－83,84又は 

様式－86,87 

 

２．出来形管理 

（１）管理図表のまとめ方 

① 測定結果一覧表（様式－８１，８２） 

測定点数がおおよそ５点未満のもの。 

② 出来形管理図（様式－８３） 

測定点数がおおよそ５点以上のもの。 

③ 構造図（参考） 

函渠、樋門（管）、水門、橋台、橋脚等、測定結果一覧表又は管理図により難い工種。 

・構造図に設計値と測定値が比較対照できるよう測定値を朱書又は（ ）書したもの。 

・出来形図（見取図もしくは展開図等）によるもの。 

④ 完成後、明視できない部分で重要な箇所は、記録写真によるほか、直接測定による管理図表を作

成し、つねに状況を把握する。 



4-179 

 

（参考－１）出来形図作成要領 

 

 

１）構造物の場合 

 例１．○○川河川局部改良工事 

      ○岸橋台床堀出来形図 
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例２．○○川荒廃砂防工事床堀出来形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測点 

位置 
 

右岸側8.8Ｍ 中  心 左岸側8.8Ｍ 備  考 

設 計 ＥＬ＝120.00 ＥＬ＝120.00 ＥＬ＝120.00M  

上 流     

中 心     

下 流     
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  例３．○○港局改防波堤整備工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルラーブロック出来形表 

（単位：Ｍ） 

寸法  

製作番号 

前   面 側   面 背   面 

長 さ  

 

高 さ 

 

厚 さ  

 

強 度 

 

長 さ 

 

高 さ 

 

厚 さ 

 

強 度 

 

長 さ 

 

 高 さ 

 

厚 さ 

 

強 度 

 （1号） 

 

1 

設 計 5.50 4.80 0.25 
σ28= 

270K 
4.97 4.80 0.75 

σ28= 

270K 
5.50 4.80 0.25 

σ28= 

270K 

出来高 

 

            

2 出来高 

 

            

3 出来高 

 

            

（2号） 

 

1 

設 計 4.50 3.00 0.25 
σ28= 

270K 
3.50 3.80 0.25 

σ28= 

270K 
3.50 3.80 0.25 

σ28= 

270K 

出来高 

 

            

 1．計測は原則として天端部にて行うこと。 



4-182 

 

例４．○○港局部改良防波堤整備工事 

        捨石基面均し出来高図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（基面均し設計－2.00Ｍ） 

 

濁  点  外  側  中  心  内  側  

9.50 -2.01 -2.005 -1.995 

    

27.0 -2.01 -2.00 -1.99 

37.0 -2.01 -2.00 -2.03 

45.0 -2.00 -1.98 -2.01 
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例５．○○港改修－７.５岸壁整備工事出来高図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測   点 

床堀捨石 裏込栗石 上部コンクリート そ の 他 

深さ 

-10.0 

巾 

4.00 

基準高 

-7.5 

巾 

7.7 
敷巾 天巾 基準高 基準高 高さ 巾 
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例６．○○工事－矢板打工出来形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測 点 
矢板天端高 

設計=2.00 

横方向打込誤差 
摘 要 

海側 陸側 
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（参考-２）出来形図作成要領２）舗装工事の場合 

 

 

 

表 

 

 

層 

 

 

工 

縦 

 

 

断 

 

出 来 形 

（ｍ） 

cm 

+2 

±0 

-2 

表 層 厚 

出 来 形 

（設計 ｃｍ） 

ｍｍ 

+2 

±0 

-2 

 

測  点 

（ｍ） 

 

 

 

路 

 

 

盤 

 

 

工 

縦 

 

 

断 

 

出 来 形 

（ｍ） 

cm 

+2 

±0 

-2 

 

路 盤 厚 

出 来 形 

（設計 ｃｍ） 

ｍｍ 

+2 

±0 

-2 

 

コ ア ー 抜 取 箇 所 

 ○ 請 負 業 者 

◎ 監 督 員 

× 検 査 員 
 

左 

¢ 

右 

（車）        Ｍ２ 

標準横断面図（Ｌ＝Ｍ・Ｗ＝Ｍ・Ａ＝     ） 

（歩）        Ｍ２ 

特記事項 
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下 層 ・ 上 層 路 盤 工  

 
測 

 

 

 

 

 
点 

基  層  工    表  層  工 

 

平板載荷  

設計 kg/㎠ 

 

路 盤 厚 

(設計 ｃｍ) 

縦  横  断 基 層 ・ 

表 層 厚 

(設計 ｃｍ) 

縦    横    断 

 

左    側 

 

中    心 

 

右    側 

 

左    側 

 

中    心 

 

右    側 

中間 

施行 

検査 

出 

来 

形 

中間 

施工 

検査 

出 

来 

形 

勾 

配 

（％） 

 

 
± 

(cm) 

出 

来 

形 

（ｍ） 

計 

画 

形 

（ｍ） 

 

 
± 

(cm) 

出 

来 

形 

（ｍ） 

計 

画 

形 

（ｍ） 

勾 

配 

（％） 

 

 
± 

(cm) 

出 

来 

形 

（ｍ） 

計 

画 

形 

（ｍ） 

竣 

工 

検 

査 

実 

 

 
施 

勾 

配 

（％） 

 

 
± 

(cm 

出 

来 

形 

（ｍ） 

計 

画 

形 

（ｍ） 

 

 
± 

(cm) 

出 

来 

形 

（ｍ） 

計 

画 

形 

（ｍ） 

勾 

配 

（％） 

 

 
± 

(cm) 

出 

来 

形 

（ｍ） 

計 

画 

形 

（ｍ） 

(左)(右) (左)(右)                            
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３．品質管理技法  

① 工程能力図  

工程能力図は得られたデータが規格値を満足しているかどうかのチェックに用いられる連続的

な表示方法である。 

これにより規格の現況、能力等をみる。したがって統計的な考え方が使われておらず、工程に異常

があるかどうかの判断はできない。 

しかし規格値に対するデータの変動の様子が連続的につかまえることができる。 

 

 

測点No.、又は月日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 工程能力図の一例 

 

工程能力図の作り方は調べようとする対象の集団を区間割して（工区等）合理的な群にして各群の

中で時間順序に従ってデータを記入して行くものである。 

工程能力図は非常に簡単に作れるグラフ用紙を用意し、横軸にサンプル番号を、縦軸に特性値を目盛

り、上下規格値を示す線を引く。各データはそのまま打点し各点を実線でむすべばよい。 

 

② Ｘ－Ｒ管理図 

この管理図は代表的なもので、重さ、長さ、時間などの計量値に用いられている。 

χは群の平均値、Ｒは群の範囲である。したがってχ管理図では平均値の変動を管理し、Ｒ管理 

図では群のバラツキを管理するのに用いる。すなわちこの2つのχとＲ管理図を対にして群の平均 

値の変動とバラツキの変化とを同時にみていくことによって工程安定状態をつかまえていく管理

図である。 

Ｒ管理図は群の大きさｎが10より大きくなると性能が悪くなるので、一般にｎが10以下の場合に用

いる。 

（１）χ－Ｒ管理図の作り方 

手順１．予備データの準備 

群分けをする。１組に含ませるデータの数は通常４～５個がよい。比較的最近のデータを集

め、合理的な群（１組）に分ける。 

具体的には時間を追って生産している場合は時間ごと、午前、午後、交替ごと、日、週な

ど、道路工事、河川工事の場合起点からの距離、測点No.ごとなど、その特性が大体似ている

範囲を群とする。 

手順２．平均値χの計算 

群ごとの平均値χを計算する。一般に平均値の桁数より1桁下までに丸める。 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 
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手順３．範囲Ｒの計算 

郡ごとに最大値と最小値の差を計算する。 

Ｒ＝χmax－χmin  

手順４．総平均χの計算

群ごとの平均値χを更に群数（組数）で割って全体の総平均を計算する。 

χ＝（χ１＋χ２＋‥‥＋χｎ）／ｋ    ｋ‥‥組数 

手頃５．範囲の平均Ｒ（アールバー）の計算 

郡ごとのＲを更に群数（組敷）で割ってＲを計算する。 

手頁６．管理線の計算 

（１）Ｘ管理図 

中心線      ＣＬ＝χ－０＝χ 

上方管理限界線    ＵＣＬ＝χ＋Ａ２Ｒ 

下方管理限界線    ＬＣＬ＝χ－Ａ２Ｒ 

Ａ２は群試料の大きさｎによって決まる定数で表１に示す。 

２）Ｒ管理図 

中心線      ＣＬ＝Ｒ 

上方管理限界線    ＵＣＬ＝Ｄ４Ｒ 

下方管理限界線    ＬＣＬ＝Ｄ３Ｒ 

Ｄ４，Ｄ３は群試料の大きさｎによって決まる定数で表１で示す。Ｄ３はｎ≦6では考えな

い 。  

 

 

表1 品質管理係数の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順７．管理図の記入 

（１）χ管理図を上部にＲ管理図を下部に配置し群番号をそろえて対象できるようにする。品 

質特性、測定単位、工事名、管理図番号などの必要関係事項を記入する。 

（２）χ管理図、Ｒ管理図の左側にそれぞれχ、Ｒを記入する。 

（３）χ管理図の左上に試料の大きさｎを記入する。 

＝ 

― 

＝ ― 

－ 

― 

＝ 

＝ － 

＝ － 

ｎ Ａ２ Ｄ３ Ｄ４ ｄ２ 

2  

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1.880 

1.023 

0.729 

0.577 

0.483 

0.419 

0.373 

0.337 

考えない 

〃 

〃 

〃 

〃 

0.076 

0.136 

0.184 

3.267 

2.574 

2.282 

2.114 

2.004 

1.924 

1.864 

1.816 

1.128 

1.693 

2.059 

2.326 

2.534 

2.704 

2.847 

2.970 

 

― 

― ― 

― 

― ― 
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（４）管理線の記入の仕方は次のようにするとはっきりする。 

予備データのとき 

中心線は実線 

限界線は破線 

予備データの最後の組番号まで引く。管理線の延長は予備データによる管理線と区別す

るため中心線は実線で描くが限界線は、1点鎖線－・－・－で描く。 

（５）点の記入は、はっきり大きめにする。 

（６）打点した点は組番号順に細い実線で結ぶ。 

（７）予備データの最後の組のあとに締切線を引いて、どこまでが予備データであるかを明確

にする。 

手順８．安定状態の判定 

打点したχ、Ｒがそれぞれ管理限界内でクセがなければ、安定状態であると判定し、もし 

限界外に打点されれば、その点について原因を調査し原因を除去し再発を防ぐ。安定状態で

あれば手順10に移る。 

手順９．管理線の再計算 

手順８で処置ができたら、その点を除いて管理線の再計算を行い管理線の中心線、管理限

界線を引き直す。 

限界外に打点された点でも原因がわからないか、わかっても処置ができなければその点は

除かないで再計算に用いる。 

始めに管理限界外にあった点が再計算したために新しい管理限界からとび出してもその

まま用いる。 

手順10．規格に対する検討 

以上の手順で管理線の計算に用いた個々のデータ全部を使ってヒストグラムをつくり規

格と比較検討をする。 

手順11．管理限界線の決定 

品質特性値が十分なユトリをもって規格を満足し、しかも安定状態にあることがわかった

ら管理限界線を延長して、工程に対して当分の間の管理限界とし、この状態を維持するよう

に管理する。 

さて以上の手順でχ－Ｒ管理図は作れるが、建設現場のように予備データをとることが困 

難な場合は本工事のデータを用い、次のような方式で管理する。 

最初の５組で次の５組を管理し、それまでの10組のデータで次の10組を管理し、それまで

の20組のデータで20～30組を管理し、その後は最近の20～30組のデータにより次の20～30組

を管理する。 

このような方式は20～30組をとるまでに工事が終ってしまうような場合でも適用できる。こ

れを5-5-10-20方式という。 

― 

― 
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（２）χ－Ｒ管理図計算例 

次のデータを用いχ－Ｒ管理図を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順１．予備データを組分けする。 

手順２．χの計算 

6／6日 午前（36+34+36）／ 3＝35.3 

午後（39+35+36）／ 3＝36.7 

6／7日 午前（35+38+37）／ 3＝36.7 

午後（33+35+35）／ 3＝34.3 

6／8日 午前（37+33+35）／ 3＝35.0 

手順３．Ｒの計算 

6／6日 午前 36-34＝2 

午後 39-35＝4 

6／7日 午前 38-35＝3 

午後 35-33＝2 

6／6日 午前 37-33＝4 

手順４．χの計算 

（35.3+36.7+36.7+34.3+35.0）／ 5＝35.6 

手順５．Ｒの計算 

（2+4+3+2+4）／ 5＝3.0 

手順６．管理線の計算 

（１）χ管理図 

中心線        ＣＬ＝χ＝35.6 

上方管理限界線    ＵＣＬ＝χ＋Ａ２Ｒ＝35.6+1.023×3.0＝38.7 

下方管理限界線    ＬＣＬ＝χ－Ａ２Ｒ＝35.6-1.023×3.0＝32.5 

Ａ２は表１より求める。 

（２）Ｒ管理図 

中心線        ＣＬ＝Ｒ＝3.0

上方管理限界線    ＵＣＬ＝Ｄ４Ｒ＝2.575×3.0＝7.7 

下方管理限界線    ＬＣＬ＝考えない。 

手順７．用紙を準備し記入 

― 

― 

測定値 
月 日 
 

χ１  χ２ χ３ χ４ χ５ 

 
6/6日 午前 

午後 

6/7日 午前 

午後 

6/8日 午前 

36  34 36 

39  35 36 

35  38 37 

33  35 35 

37  33 35 

 

－ 

― 

＝ 

－ 

－ 

＝ 

＝ 

＝ 

－ 

－ 

－ 

－ 
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手順８．安定状態の判定 

すべての点が管理限界線内で安定状態といえる。 

手順９．管理線の再計算 

安定状態なので次の手順に進む。 

手順10．規格に対する検討 

手順11．管理限界線の決定 

５組の全データを用い規格の検討をするが、ヒストグラムによる判定および規格値に対す

るユトリの計算を行い満足な状態であれば次の５点の管理線としてこのまま用いる。 

以後５－５－10－20方式を用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 最初の５組のχ－Ｒ管理図
― 
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（３）管理図の記入例 

χ－Ｒでは、アスファルト舗装工事の混合物温度を１時間ごとに測定し群の大きさを３個として管

理したものである。  

名 称 トペカ 工 事 名 道路舗装工事  

期 間 
自 平成   年   月   日 

品 質 特 性 混合物温度 事 務 所 名 出 張 所 至 平成   年   月   日 

測 定 単 位 ℃ 日 標 準 量 146 t／日 請 負 者  

規 格  

限 界  

上限値 180  

試 料  

大きさ 1回1測定  現場代理人  ㊞ 

 下限値 140 間 隔 1日6回(1時間ごと) 測 定 者 ㊞ 

 設計基準値 

 

指定 160 作業機械名  40t/h全自動プラント 測 定 者 ㊞ 

 

 

 

月 日 
組の 

番号  

測  定  値 計 

Σχ 
 

平均値 
－ 

χ 
 

範囲 

Ｒ 

＝  － 

χ±Ａ２Ｒ＝157±10＝167～147 
－ 

Ｄ４Ｒ＝2.57×9.6≒24.7 

χ１ χ２ χ３ χ４ χ５ 

6.8 

9 

9 

10 

10 

1 154 156 156   466 155 2 

2 156 148 160   464 155 12 

3 160 156 168   484 161 12  χ Ｒ 

4 150 164 158   472 157 14 平均 
－ 

χ=157 
 

－ 

Ｒ=9.6  
 

5 162 160 154   476 159 8 累計 787 48 

小計       787 48 小計 787 48 

11 

11 

13 

14 

14 

6 158 152 162   472 157 10 ＝ － 

χ±Ａ２Ｒ＝159±10＝169～149 
－ 

Ｄ４Ｒ＝2.57×9.4≒24.2 

7 158 164 166   488 163 8 

8 146 160 162   468 156 16 

9 156 158 160   474 158 4 平均 
－ 

χ=159 
 

－ 

Ｒ=9.4  
 

10 164 166 172   502 167 8 累計 1,588 94 

小計       801 46 小計 801 46 

15  

15 

18 

18 

19 

19 

20 

20 

21 

21 

11 158 164 160   482 161 6  

 

 

 
＝  － 

χ±Ａ２Ｒ＝159±9＝168～150 
－ 

Ｄ４Ｒ＝2.57×9.3≒23.9 

12 162 166 154   482 161 12 

13 148 160 158   466 155 12 

14 158 168 164   490 163 10 

15 164 152 158   474 158 12 

16 162 148 156   466 155 14 

17 158 170 162   490 163 12 

18 156 162 160   478 159 6 

19 166 164 162   492 164 4 平均 
－ 

χ=159 
 

－ 

Ｒ=9.3 
 

20 158 162 160   480 160 4 累計 3,187 186 

小計       1599 92 小計 1,599 92 

 
 

記事 
ｎ ｄ２ Ａ２  

 

Ｄ４ 

 
2 113 1.88 3.27 

3 169 1.02 2.57 

4 206 0.73 2.28 

5 233 0.58 2.11 

（注）１．規格限界、設計基準値は設計図書、仕様書に定められた値を記入する。 

２．管理限界線の引き直しは５－５－10－20方式による。 

― 
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表－2 Ｘ－Ｒ管理データシート  

 

 

設計基準値 160 工 事 名 道路舗装工事 

 

出 張 所 名  

 名        称 トペカ 目 標 準 量 146t/日  

期 間  
自 平成 年 月 日 

品質・特性  混合物温度 規格 

限界 

上限値 180 至 平成 年 月 日 

測 定 単 位 ℃ 下限値 140 請 負 者  

測 定 方 法 自己装置  

試料 
大きさ 1日1測定 現場代理人   

作業機械名  40t/h全自動プラント 間 隔 1日6回 測 定 者  

 

 

 

図－３ Ｘ－Ｒ管理 図

－ 

－ 
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③ Ｘ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図 

個々のデータをそのまま時間的順序に並べて管理していくもので一点管理図ともいう。データが

一つあれば直ちに打点できるので工程の状態を早く判定できる。従って早く処置がとれる特徴があ

る。また1個のデータを採るのに時間がかかる場合または試験に多額の費用がかかる場合などのと

き便利である。ここでＲｓとは相隣る値の差の絶対値をとり、χ－Ｒｓ管理図として用いるのが普

通であるが、建設工事の場合のコンクリートの強度の場合のように、同一バッチからとった２～３

個の供試体の平均強度によって１個のデータとみなす場合などについては測定誤差の管理もあわ

せて行う。この場合も範囲Ｒを用いるのでχ－Ｒ管理図のＲと区別するためにＲｍとしている。こ

こでは建設工事に用いられているχ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図について、記述することにする。 

（１）χ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図の作り方 

χ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図の作り方の手順は、ほぼχ－Ｒ管理図と同様である。 

手順１．予備データの準備 

５個以上のデータを準備するとよい。但しコンクリートの強度のように同一バッチか

ら同時に２～３個の供試体を採るような場合にはその平均値をデータ１個と考える。 

手順２．平均値χを計算する。 

ここにχ１ ･････ 第一番目のデータ 

χ２ ･････ 第二番目のデータ

χｋ ･････ 第ｋ番目のデータ

ｋ ･･････ 測定値の数 

手順３．移動範囲Ｒｓの計算 

相隣る２つのデータの差の絶対値、移動範囲Ｒｓを計算する。 

手順４．試験誤差の範囲Ｒｍの計算。 

同一バッチのデータの最大値と最小値の差を求める。 

手順５．Ｒｓ、Ｒｍを計算する。 

ΣＲｓ   ΣＲｍ 

ｓ ＝ ｋ － １      ｍ＝ ｋ 

手順６．管理線の計算 

Ｘ管理図 

中心線     ＣＬ＝χ 

上方管理限界線 ＵＣＬ＝χ＋Ｅ２Ｒｓ 

下方管理限界線 ＬＣＬ＝χ－Ｅ２Ｒｓ 

（注）Ｅ２はｎ＝２に対応したものとする。 

Ｒｓ管理図 

中心線     ＣＬ＝Ｒｓ 

上方管理限界線 ＵＣＬ＝Ｄ４Ｒｓ 

下方管理限界線 ＬＣＬ＝考えない 

Ｒｍ管理図 

中心線     ＣＬ＝Ｒｍ 

上方管理限界線 ＵＣＬ＝Ｄ４Ｒｍ 

下方管理限界線 ＬＣＬ＝Ｄ３Ｒｍ 

（注意）Ｄ３、Ｄ４はｎに対応したものとする。 

－ 

－ 

－ 

－ － 

Ｒ 
－ 

Ｒ 
－ 

－ 

－ 
－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 
－ 
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手順７．管理図用紙の準備 

χ－Ｒ管理図のときと同様でよい。 

手順８．管理図の記入 

χ－Ｒ管理図の要領と同じでよい。 

手順９．安定状態の判定 

手順10．管理線の再計算 

手順11．管理限界線の決定 

以上前述したχ－Ｒ管理のときに準じて行う。建設工事の場合のように予備データを 

採ることが困難な場合には本工事のデータを用い次のようにする。 

最初の５個のデータを用い次の３個を管理し、それまでの８個で次の５個を管理し今

までの13個のデータ全部を用いて次の７個の管理をし、管理状態を示せば今までに得た

20個のデータを全部用いて次の10個に対して管理をする。30個のデータが得られたら、

そのうち最近の20個のデータを用いて次の10個を管理する。ここで管理するということ

は管理限界線の引き直しを意味する。 

即ちχ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図を用いるときは５－３－５－７方式を使う。 

 

 

（２）χ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図計算例 

次のデータを用いてχ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図を作ってみよう。 

測定値 

 

月日 

測  定  値 代表値 

χ ａ ｂ ｃ ｄ 

6／6 

7 

8 

9 

10 

18.7 

21.5 

22.1 

18.7 

20.9 

19.2 

20.9 

22.1 

18.7 

20.4 

18.7 

21.5 

21.5 

19.8 

20.4 

 18.9 

21.3 

21.9 

19.1 

20.6 

 

手順１．建設工事の現場から1バッチ３個のデータを得た。管理図を作り工程を管理する。代表

値としてχを求める。 

手順２．χの計算 

Σχ  18.9＋21.3＋21.9＋19.1＋20.6 

ｋ     5  

手順３．Ｒｓの計算 

６／６日と６／７日の差及び、６／７日と６／８日の差と次々に差をとる。 

６／６日と６／７日 ｜18.9-21.3｜＝2.4 

６／７日と６／８日 ｜21.3-21.9｜＝0.6 

６／８日と６／９日 ｜21.9-19.1｜＝2.8 

６／９日と６／10日 ｜19.1-20.6｜＝1.5 

ただし｜χ１－χ２｜の意味はχ１とχ２の絶対値をとることでありプラス、マイナスの

符号は考えないことと解釈しよう。 

－ 

－ 

－ 

－ 

χ＝ 
－ 

＝ ＝20.4 
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手順４．Ｒｍの計算 

ａ、ｂ、ｃ、の範囲を求める。 

６／６日 19.2－18.7＝0.5 

６／７日 21.5－20.9＝0.6 

６／８日 22.1－21.5＝0.6 

６／９日 19.8－18.7＝1.1 

６／10日 20.9－20.4＝0.5 

手順５．ＲｓとＲｍを計算する。 

ΣＲｓ  2.4＋0.6＋2.8＋1.5 

           ｎ－１       4 

 

ΣＲｍ  0.5＋0.6＋0.6＋1.1＋0.5
            ｎ        5 

 

手順６．管理線の計算 

χ管理図 

中心線     ＣＬ＝χ＝20.4 

上方管理限界線  ＵＣＬ＝χ＋2.660Ｒｓ＝20.4＋2.660×1.8＝25.2 

下方管理限界線  ＬＣＬ＝χ－2.660Ｒｓ＝20.4－2.660×1.8＝15.6 

Ｒｓ管理図中心線 

中心線     ＣＬ＝Ｒｓ＝1.8 

上方管理限界線  ＵＣＬ＝Ｄ４Ｒｓ＝3.27×1.8＝5.9 

下方管理限界線  ＬＣＬ＝考えない 

Ｒｍ管理図中心線 

中心線     ＣＬ＝Ｒｍ＝0.7 

上方管理限界線  ＵＣＬ＝Ｄ４Ｒｍ＝2.57×0.7＝1.8 

下方管理限界線  ＬＣＬ＝考えない 

 

ここではＤ４は品質管理係数で試料の大きさによる定数で表－１にその一部が示して

ある。 

手順７．管理図用紙の準備 

手順８．打点 

手順９．安定状態の判定 

すべての点が管理境界線の中に入ってクセがないので安定状態である。 

手順10．管理線の再計算 

安定状態なので次の手順に進む。 

手順11．規格に対する検討 

規格に対する検討は、ヒストグラムによる判定、規格値に対するユトリの計算法を用

いて検討する。なお、工程能力図による規格のチェックを同時に進めておくと便利であ

る。 

－ － 

Ｒｓ＝  
－ 

＝  ＝ 1.8  

Ｒｍ＝  
－ 

＝  ＝ 0.7  

－ 

－ － 

－ － 

－ － 

－ － 

－ 

－ 

－ 

－ 
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（３）管理図の計算例 

χ－Ｒｓ－Ｒｍ管理図は、コンクリートの圧縮強度を１日１回同一バッチから３個の試料を

採り３個の平均値を一つのχとして管理したものである。なお試験誤差の管理も併せて行った

ものである。 

 

名 称 コンクリート 工 事 名 道路舗装工事 測 定  

期 間  
 

自 平成   年   月   日 

品 質 特 性 圧縮強度σ28 事 務所 名  至 平成   年   月   日 

測 定 単 位 Ｎ／ｍｍ２ 目 標 準 量 21ｍ３ 請 負 者  

規 格  

限 界  

上  限   
試 料  

大きさ 1回3測定 現場代理人  

下限値  間 隔  1 日 2回  測 定 者  

設計基準値  呼び強度18 

 

作 業 機 械  測 定 者  

月日 
試験 

番号 

測  定  値 

 

計 

Σ 

代表値 

χ 

移動 

範囲 

Ｒｓ 

測定値 

内の範 

囲Ｒｍ 

－ － 

χ±2.66Ｒｓ=20.4±4.8=15.6～25.2 
－ 

3.27Ｒｓ=3.27×1.8=5.9 
－ 

Ｄ４Ｒｍ=2.57×0.7=1.8 

 

ａ ｂ ｃ ｄ 

4.12 

13 

14 

15 

16 

1 18.7 19.2 18.7  56.6 18.9  0.5 

2 21.5 20.9 21.5  63.9 21.3 2.4 0.6 

3 22.1 22.1 21.5  65.7 21.9 0.6 0.6  χ Ｒｓ Ｒｍ 

4 18.7 18.7 19.8  57.2 19.1 2.8 1.1 平均 
－ 

χ=20.4 
 

－ 

Ｒｓ=1.8  
 

－ 

Ｒｍ=0.7 
 5 20.9 20.4 20.4  61.7 20.6 1.5 0.5 累計 101.8 7.3 3.3 

小計      101.8 7.3 3.3 小計 101.8 7.3 3.3 

19 

20 

22 

 

6 

 

18.1 19.2 18.7  56.0 18.7 1.9 1.1 
－  － 

χ±2.66Ｒｓ=20.2±5.9=14.3～26.1 
－ － 
3.27Ｒｓ=7.2  Ｄ４Ｒｍ=2.6 
 

7 

 

22.6 22.6 20.9  66.1 22.0 3.3 1.7 

8 

 

18.1 19.2 19.8  57.1 19.0 3.0 1.7 平均 
－ 

χ=20.2 
 

－ 

Ｒｓ=2.2 
 

－ 

Ｒｍ=1.0 
 小計 

 

     59.7 8.2 4.5 累計 161.5 15.5 7.8 

         小計 59.7 8.2 4.5 

23 

24 

26 

27 

28 

9 22.1 21.5 21.5  65.1 21.7 2.7 0.6 － － 

χ±2.66Ｒｓ=20.1±5.6=14.5～25.7 
－  － 

3.27Ｒｓ=6.9  Ｄ４Ｒｍ=2.3 

 

10 19.2 18.7 18.1  56.0 18.7 3.0 1.1 

11 20.4 20.9 20.9  62.2 20.7 2.0 0.5 

12 18.7 20.4 19.2  58.3 19.4 1.3 1.7 平均 
－ 

χ=20.1 
 

－ 

Ｒｓ=2.1 
 

－ 

Ｒｍ=0.9 
 

13 18.7 19.2 19.3  57.2 19.1 0.3 0.6 累計 261.1 24.8 12.3 

      99.6 9.3 4.5 小計 99.6 9.3 4.5 

29 

30 

5. 3 

4 

5 

6 

7 

14 22.6 23.2 21.5  67.3 22.4 3.3 1.7  
－ － 

χ±2.66Ｒｓ=20.3±6.1=14.2～26.4 
－ 

3.27Ｒｓ=7.5  
－ 

Ｄ４Ｒｍ=2.6 

15 19.8 19.8 18.7  58.3 19.4 3.0 1.1 

16 21.5 22.1 22.1  65.7 21.9 2.5 0.6 

17 18.7 19.2 20.4  58.3 19.4 2.5 1.7 

18 20.4 21.5 21.5  63.4 21.1 1.7 1.1 

19 18.1 19.2 19.2  56.5 18.8 2.3 1.1 平均 
－ 

χ=20.3 
 

－ 

Ｒｓ=2.3 
 

－ 

Ｒｍ=1.0 
 

20 22.6 22.1 21.5  66.2 22.1 3.3 1.1 累計 406.2 43.4 

 

20.7 

 小計      145.1 18.6 8.4 小計 145.1 18.6 

 

8.4 

 

記事 

 ｎ 

 

Ｄ４ 

 

Ｅ2 

 2 

 

3.27 

 

2.66 

 3 

 

2.57 

 

1.77 

 4 

 

2.28 

 

1.46 

 5 

 

2.11 

 

1.29 

 （注）生コン使用の場合は、作業機械の欄は空白でよい。 
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表－３ χ－Ｒｓ－Ｒｍ管理データシート  

 

設計基準値 呼び強度18 工 事 名 道路舗装工事 出 張 所 名   

名 称 コンクリート 目標準量 21ｍ３ 

期 間 
自  平成  年  月  日  

品 質 特 性  圧縮限界σ２８ 規格 

限界 

上限値  至  平成  年  月  日  

測 定 単 位  Ｎ／ｍｍ２ 下限値  請 負 者  

測 定 方 法  1 5 c m供 試 体  
試料 

大きさ 1回 3試 料  現 場 代 理   

作業機械名  間 隔 1日2回 測 定 者  

 

 

 

 

図－４ χ－Ｒｓ－Ｒｍ管理 図 

 

 


